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かみさとかみさとかみさとかみさと

上里町マスコットキャラクター

議会を
傍聴してみませんか！� ❷

12月定例会の審議状況� ❸

追跡！一般質問　あの質問はどうなった�❹
12月定例会一般質問に6人� ❺
記事の一部に読みやすい「ユニバーサルデザインフォント」を採用しています。

議会映像
配信中！

第2・4水曜日に女性センターで実施している『つどいの広場』
概ね３歳未満の児童と保護者が気軽に集い、交流を図っています！
12月は、かわいいクリスマスリースを作ったよ！！



◆
◆ 

補
正
予
算
関
係 

◆
◆

議
案
第
43
号

　�

28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

11月　臨時会　11月11日

◆
◆ 

人
事
関
係 

◆
◆

要
旨

同　
意

原
案
可
決

議
案
第
42
号

　�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

要
旨

町内外、年齢
問いません！

学生の社会
勉強にも！

受付は
簡単です！

　
　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
２
４

２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
２
億
５
０
８
１

万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な

歳
出
の
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

 

・
訴
訟
事
務
費　
　
　
　
　
　
　

 

１
２
４
万
２
千
円

 

・
商
工
業
振
興
事
業　
　
　
　
　

 

２
０
０
万
円

　
　
　
委
員
で
あ
る
保
坂
真
哉
氏
が

平
成
28
年
11
月
18
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
に
大
字
金

久
保
の
島
﨑
　
勝
氏
を
任
命
す
る
も

の
で
す
。

目
指
す
は
、
役
場
町
民
ホ
ー
ル
の

�

上
空
に
浮
か
ぶ
円
形
の
部
屋
！

正面玄関を入りエレベーターで４Ｆへ エレベーターを降りたら右に進み… 傍聴の受付をしてください。

傍聴席は 36 席　車椅子席もありあます。

議会を傍聴してみませんか！
～本会議は、どなたでも自由に傍聴することができます～

『百聞は一見に如かず』・・・
今何が行政課題となっているのか、また町議会議員の活動を知るためにも…

あなた自身の目で議会を見てみませんか！！
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12
月
定
例
会
は
、
12
月
５
日
に
開
会
さ
れ
、
議
員
６
名
の
一
般
質
問
と

町
長
提
出
議
案
14
件
を
審
議
し
て
９
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
定
例
会
で
審

議
さ
れ
た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
◆ 

条
　
　
例 

◆
◆

◆  一般会計・特別会計の補正予算を可決
◆  職員の給与に関する条例他の一部改
正を可決

12月５日～９日

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

原
案
可
決

原
案
可
決

要
旨

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第６回
12月
定例会

議
案
第
44
号

　�

上
里
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

及
び
上
里
町
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
改
正
）

議
案
第
46
号

　�

上
里
町
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
（
改
正
）

議
案
第
47
号

　�

地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
る
議
会
の
議
決
す
べ

き
事
件
に
関
す
る
条
例
（
改
正
）

議
案
第
50
～
52
号

　�

上
里
町
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
・
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
・
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係

る
基
準
に
関
す
る
条
例
（
改
正
）

議
案
第
45
号

　�

上
里
町
長
及
び
副
町
長
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
及
び
上
里
町

教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
（
改
正
）

議
案
第
48
号

　�

上
里
町
税
条
例
（
改
正
）

議
案
第
49
号

　�

上
里
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
（
改
正
）

要
旨

原
案
可
決

議
案
第
53
号

　�

上
里
町
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定

数
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

　
　
　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
所
得
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
人
事
院
勧
告
及
び
埼
玉
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
総
合
振
興
計
画
の
策
定
等
を

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
と
す
る
た

め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長

の
期
末
手
当
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
制
定
す
る

も
の
で
す
。

かみさと議会だより
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◆
◆ 

補
正
予
算 

◆
◆

◆
◆ 

そ
の
他 

◆
◆

◆
◆ 
意
見
書 

◆
◆

概
要

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

議
案
第
55
号

　
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

要
旨

原
案
可
決

議
案
第
54
号

　�

上
里
町
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

答質

　
　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
７

９
５
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
４
億
５

８
７
６
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

 

・
障
害
者
福
祉
事
業

 

３
８
８
２
万
５
千
円

 

・
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業

 

８
０
６
９
万
円

 

・
橋
り
ょ
う
維
持
事
業

 

６
９
０
１
万
円

○�

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
案
の
廃
案
を
求
め
る
意
見

書
（
案
）
に
つ
い
て

○�

年
金
制
度
の
改
悪
に
反
対
す
る
意

見
書
（
案
）
に
つ
い
て

○�

カ
ジ
ノ
を
解
禁
す
る
「
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト(

IR)

推
進
法
案
」
の
廃

案
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
に
つ

い
て

■
こ
の
他
に
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
の
補
正

予
算
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
上
里
町
立
図
書
館
及
び
上
里

町
立
郷
土
資
料
館
の
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
も
の
で
す
。

 

・
商
工
業
振
興
事
業

 

２
４
６
８
万
４
千
円

菊地氏は42年間、児玉郡市広域消防本部をはじめ郡
市内の消防署において消防官として消防業務に携わっ
てこられました。また国の『防災スペシャリスト養成
研修』を受講し、『地域防災マネージャー』の認定を内
閣府より受けています！

公民館事業の出前講座では
「防災・減災」に関する講座
の講師を務めました。

職員防災研修の講師を務め、
職員の危機管理意識の向上を
図っています。

　　災害時に手助けしていただけ
るボランティアの確保と育成づく
りを！
災害に対して知識が豊富な人や職業とし
て今まで携わってきた人を災害の指導者
として自主防災組織の中に入っていただ
くのも１つの方法。
平成 26年 6月定例会（平成 26年 12 月号掲載）

　　知識や経験の豊富な人を防災
の専門員として雇用することを検
討したい。
災害の種類等は多岐にわたっており、防
災経験の豊富な方に呼びかけ、ボラン
ティア要員としての協力を募ったり、知
識や経験の豊富な人を防災の専門員とし
て町で雇用することについて今後検討し
ていきたい。

平成27年 4月より児玉郡市広域消
防本部を退職した菊地宏利氏を任期
付職員として採用！
町は、菊地氏の今までに培った消防や防
災への経験を生かしながら、地域住民を
対象とした避難訓練の取り組みや地域災害
ボランティアの育成、役場職員や町民の防
災行動力の強化など、町民の暮らしを守る
取り組みを進めています。

どうなった？

議員の質問・提言に答える町執行部、
その答弁がその後どうなったのか・・・
どう町政に反映させているのか・・・
� 対応を追跡します！

追跡！

一般質問
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一 般 質 問

答

答

答

答

問

問

問　
　
各
地
域
に
職
員
の
連
絡
員
が
い

る
と
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　
職
員
も
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
の

た
め
に
地
域
の
状
況
を
知
り
地
域
に

信
頼
さ
れ
る
人
材
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
区
長
の
皆
さ
ん
が
地
域

の
課
題
や
地
域
活
動
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
は
地
域
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
問
題
も
数
多
く
あ
り
行
政
と
の

連
携
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
職
員
が
地
域
に
目
を
向
け
て
業

務
に
取
り
組
む
こ
と
は
よ
い
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。
人
口
規
模
や
行
政

区
の
数
、
職
員
の
数
、
役
割
な
ど
、

ど
の
様
な
連
携
が
出
来
る
か
他
の
町

村
を
参

考
に
検

討
を
し

て
い
き

た
い
。

　

戸矢隆光

質 問 １

質 問 ２

これまでの成果を継承・発展　様 な々主体が
力を合わせ創造・発展を図る

問 平成29年度事業の今後の基本的な考え方について

平
成
29
年
度
事
業
に
つ
い
て

区
長
と
職
員
の
連
携
に
つ
い
て

　
　
平
成
29
年
度
事
業
に
つ
い
て
の

特
色
や
新
規
事
業
の
計
画
、
継
続
事

業
の
今
後
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て

　
　
町
長
　
第
５
次
総
合
振
興
計

画
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く

り
の
成
果
を
継
承
・
発
展
さ
せ
つ
つ
、

住
民
や
行
政
を
始
め
と
し
た
様
々
な

主
体
が
力
を
合
わ
せ
て
、
町
の
更
な

る
創
造
・
発
展
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

・ 

新
規
事
業
と
し
て
農
業
振
興
施
策

の
取
り
組
み
を
始
め
る
予
定
で
あ

り
、
町
内
梨
園
の
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
配
布
を
し
た
り
農
村
公
園
や

企
業
と
連
携
し
て
農
業
体
験
に
つ

い
て
も
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

・ 

町
の
公
共
施
設
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
個
別
の
施
策
ご
と
に

老
朽
化
や
利
用
状
況
等
の
様
々
な

観
点
か
ら
具
体
的
に
検
討
を
開
始

し
、
今
後
数
年
か
け
て
「（
仮
称
）

上
里
町
公
共
施
設
等
個
別
管
理
計

画
」
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

・ 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
更
に

答

進
め
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
改
修
を
検
討
し
災
害
発
生
時
に

お
い
て
高
度
か
つ
複
雑
な
画
像
や

デ
ー
タ
の
伝
送
を
迅
速
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
し
た
い
。

　 

　
ま
た
現
在
行
っ
て
い
る
継
続
事

業
や
地
方
創
生
事
業
に
つ
い
て
は

今
ま
で
の
事
業
を
着
実
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。

　
　
教
育
長
　
新
規
事
業
と
し
て
有

資
格
者
に
よ
る
専
門
的
な
点
検
を
順

次
実
施
し
必
要
な
改
善
項
目
の
確
認

整
理
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

・ 

保
護
者
や
地
域
住
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
既
存
の
学

校
評
議
員
制
度
や
学
校
応
援
団
を

活
用
し
た
組
織
づ
く
り
の
可
能
性

に
つ
い
て
議
論
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
設
置
に
向
け
た
具
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
行
き
た

い
。

・ 

健
康
増
進
を
図
る
目
的
で
設
置
し

た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
サ
ー

キ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

の
マ
ッ
プ
を
作
成
し
啓
発
に
努
め

た
い
。

・ 

郷
土
の
歴
史
・
文
化
の
啓
発
を
図

る
た
め
上
里
町
歴
史
検
定
を
新
た

に
取
り
組
み
た
い
。

　 

　
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
上
里
中
学
校
改
築
工
事
を
平
成

30
年
を
目
標
に
実
施
し
て
い
き
た

い
。
学
力
向
上
事
業
に
お
い
て
は

児
童
・
生
徒
の
基
礎
学
力
の
向
上

や
学
校
力
の
向
上
及
び
児
童
・
生

徒
の
個
に
応
じ
た
支
援
体
制
の
充

実
を
積
極
的
に
実
施
し
て
ま
い
り

た
い
。更
に
現
在
行
っ
て
い
る「
の

び
っ
子
教
室
」
が
未
実
施
で
あ
っ

た
神
保
原
小
学
校
で
の
実
施
を
し

て
い
き
た
い
。

　
　
人
口
減
少
に
伴
い
文
化
財
を

守
っ
て
い
く
の
に
は
人
数
が
集
ま
ら

ず
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
っ
て
い
る
と

の
新
聞
報
道
も
あ
る
が
町
で
も
保
存

会
の
人
な
ど
と
何
が
必
要
な
の
か
と

い
う
こ
と
を
精
査
し
な
が
ら
や
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
教
育
長
　
保
存
会
の
皆
様
と
う

ま
く
連
携
を
と
り
な
が
ら
こ
の
町
の

文
化
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
研
究
し

て
い
き
た
い
。

完成が待たれる上里ＳＩ
北側の「上里町農村公園」

かみさと議会だより
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一 般 質 問一 般 質 問

答答

答

答 答

問問

問

問問

組
織
を
組
織
替
え
す
る
こ
と
で
学
校

運
営
協
議
会
を
組
織
し
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
へ
と
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
円
滑
に
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
総
合
教
育
会
議
の
中
で
議

論
し
て
、
早
急
に
取
り
組
む
体
制
を

整
え
た
い
。
ま
た
、
小
中
一
貫
教
育

を
進
め
る
上
で
課
題
は
あ
る
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
設
置
し

た
各
自
治
体
の
情
報
収
集
を
行
い
、

総
合
的
な
教
育
施
策
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

飯塚賢治

質 問 １

質 問 ２

今後、避難所運営委員会等の設置を検討する

問 避難所開設のための体制づくりは町にリードを！

地
域
防
災
拠
点
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て

　
　
近
年
の
災
害
多
発
を
鑑
み
る
と

き
、
早
急
に
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
地
域
の
区
長
さ
ん
等
に
説
明
会

等
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
避
難
所
開

設
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
町
に

リ
ー
ド
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

　
　
避
難
所
開
設
は
施
設
の
安
全
点

検
を
実
施
す
る
お
り
、
自
主
防
災
組

織
等
に
ど
こ
ま
で
任
せ
ら
れ
る
か
な

ど
の
検
討
課
題
が
あ
る
。
避
難
所
の

運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
避
難
所

運
営
委
員
会
等
の
設
置
を
検
討
す
る

と
と
も
に
避
難
所
開
設
訓
練
や
避
難

者
受
け
入
れ
訓
練
、
資
機
材
取
扱
い

訓
練
な
ど
が
実
施
で
き
る
よ
う
準
備

し
た
い
。

　
　
備
蓄
品
の
不
備
と
し
て
衛
生
用

品
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
事

態
を
踏
ま
え
、
備
蓄
品
に
つ
い
て
は

公
開
を
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
く
な
ど
す
べ
き
で
は
。

　
　
町
で
は
10
月
に
大
人
用
お
む

つ
１
０
０
０
枚
、
乳
幼
児
お
む
つ

３
３
０
０
枚
、
生
理
用
品
７
５
０
０

　
　
小
中
一
貫
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
全

国
で
は
大
変
な
勢
い
で
推
進
が
図
ら

れ
て
い
る
が
、
上
里
町
で
は
、
ど
の

よ
う
な
考
え
を
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
教
育
長
　
既
存
の
仕
組
み
で
あ

る
学
校
評
議
員
制
度
と
学
校
応
援
団

答

枚
防
災
倉
庫
に
用
意
し
た
。
備
蓄
品

の
公
開
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ト
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
の
で
今
後
検
討
し
た

い
。
ま
た
防
災
倉
庫
の
ス
ペ
ー
ス
等

の
課
題
も
あ
る
た
め
地
域
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
備
蓄
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
避
難
所
を
含
め
た
地
域
防
災
訓

練
の
具
体
的
実
施
に
つ
い
て

　
　
各
字
等
で
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

防
災
訓
練
等
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
う
。
ま

た
消
防
署
等
の
専
門
の
方
か
ら
皆
さ

ん
に
ご
指
導
を
承
れ
れ
ば
大
変
の
ぞ

ま
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
災
害
時
、
何
よ
り
大
切
な
こ
と

は
人
命
救
助
だ
が
被
災
状
況
の
受
付

け
や
救
助
要
員
確
保
は
整
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
救
助
用
の
資
機
材
等
は

各
防
災
倉
庫
に
準
備
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
実
際
の
救
助
活
動
に
お
い
て

は
、
消
防
団
、
署
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
行
動
し
ま
す
。
救
助
用
資
機
材

に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
配
備
状
況

を
確
認
し
、
必
要
な
機
材
を
協
議
し

配
備
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
避
難
所

開
設
初
期
に
必
要
な
受
付
簿
や
看

板
、
各
種
筆
記
用
具
等
を
セ
ッ
ト
し

て
各
防
災
倉
庫
に
配
備
し
た
い
。

文部科学省ＨＰより

避難場所の看板
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一 般 質 問一 般 質 問

答

答 答

問

問

問

問

答

答 問

沓澤幸子

質 問 １

皆さんの期待に応えるよう利用団体と相談し
たい

問 既存の公園も使いやすいように見直しを！

魅
力
あ
る
公
園
と
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て

質 問 ２

貧
困
対
策
に
つ
い
て

　
　「
上
里
町
健
康
づ
く
り
推
進
総

合
計
画
」
の
基
本
目
標
の
１
つ
「
日

頃
か
ら
楽
し
く
身
体
を
動
か
そ
う
」

を
め
ざ
し
、
２
０
２
５
年
の
高
齢
者

人
口
30
％
を
見
据
え
、
高
齢
者
が
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
と

し
て
何
を
重
視
し
て
い
き
ま
す
か
。

　
　
運
動
習
慣
を
つ
く
る
た
め
の
神

保
原
駅
南
街
区
公
園
1
号
の
整
備
な

ど
、
場
所
の
確
保
や
、
既
存
の
施
設

を
有
効
活
用
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
と

ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
、
町
民
が
健
康

づ
く
り
活
動
で
き
る
よ
う
支
援
を
し

た
い
。

　
　
忍
保
パ
ブ
リ
ッ
ク
公
園
内
に
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
ま
す

が
、
利
用
者
は
野
球
場
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
理
由
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
の
芝
生
の
状
態
が
悪
く
傾
斜
し

て
い
る
た
め
に
使
い
に
く
い
か
ら
の

よ
う
で
す
。
ま
た
、
木
製
遊
具
の
公

園
は
草
に
お
お
わ
れ
て
い
て
遊
べ
ず

に
帰
っ
て
い
く
姿
も
あ
る
よ
う
で

す
。
芝
生
の
張
替
え
や
遊
具
の
付
近

　
　
国
は
「
貧
困
が
世
代
を
超
え
て

連
鎖
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
は
極
め
て
重
要
」
と

し
、約
40
項
目
の
重
点
政
策
を
示
し
、

交
付
金
も
設
け
て
い
ま
す
。
県
内
で

は
富
士
見
市
が
、「
子
ど
も
の
貧
困

対
策
整
備
計
画
策
定
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
町
も
計
画
策
定
に
向
け

実
態
を
把
握
す
る
こ
と
。

　
　
貧
困
と
感
じ
て
い
る
家
庭
が
ど

の
よ
う
な
支
援
を
期
待
し
、
ど
う
す

れ
ば
夢
を
持
て
る
の
か
把
握
し
て
い

く
こ
と
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
広
く
子
育
て
世
代
全
般
の
ニ
ー

ズ
が
把
握
で
き
る
よ
う
な
調
査
を
検

討
し
、
地
域
子
ど
も
の
未
来
応
援
交

付
金
の
活
用
と
合
わ
せ
検
討
し
た

い
。

答

現在整備中の「神保原駅南街区公園」

に
ミ
ニ
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る

な
ど
、
既
存
の
公
園
に
つ
い
て
も
地

域
の
方
や
利
用
者
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
見
直
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　
　
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
よ

う
、
今
後
相
談
し
て
い
き
た
い
。
芝

生
は
何
年
に
1
回
な
ど
状
況
を
見
な

が
ら
利
用
団
体
と
相
談
し
管
理
を
考

え
て
い
き
た
い
。
遊
具
を
利
用
さ
れ

る
方
の
駐
車
場
に
つ
い
て
も
、
総
合

的
な
管
理
も
必
要
な
の
で
、
今
後
、

早
急
に
検
討
し
た
い
。

　
　
烏
川
・
神
流
川
総
合
公
園
は
、

「
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開

通
後
の
利
用
や
農
村
公
園
の
整
備
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
国
と
協

議
し
た
い
」
と
言
う
こ
と
で
し
た
。

　
計
画
も
動
き
出
し
た
今
こ
そ
町
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
し
、
近
隣

や
遠
方
か
ら
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
魅
力
あ
る
場
所
に
し
て
い
く
時
で

す
。
協
議
は
開
始
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
総
合
公
園
施
設
を
整
備
で
き
れ

ば
、
町
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
に

も
寄
与
で
き
、
観
光
客
の
増
加
も
期

待
で
き
ま
す
。
高
崎
河
川
国
道
事
務

所
へ
相
談
し
ま
し
た
が
、
国
に
よ
る

整
備
や
国
庫
補
助
制
度
は
、
現
在
な

い
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
後
は
河
川
管
理
者
や
イ
ン
タ
ー

周
辺
事
業
者
な
ど
の
関
係
機
関
と
の

意
見
交
換
会
や
実
現
化
対
策
な
ど
を

立
ち
上
げ
て
検
討
し
た
い
。

　
　
農
村
公
園
内
の
農
産
物
直
売
所

が
完
成
し
た
場
合
、
現
在
の
直
売
所

を「
閉
鎖
せ
ず
に
存
続
し
て
ほ
し
い
」

等
の
声
が
多
数
あ
り
ま
す
。
町
と
し

て
ひ
び
き
の
農
業
協
同
組
合
に
対
し

存
続
を
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
私
も
二
つ
あ
っ
た
方
が
い
い
と

思
い
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

経
緯
も
あ
り
ま
す
が
、
農
協
も
色
々

意
見
を
聞
い
た
う
え
で
の
結
論
な
の

で
、
い
ま
さ
ら
と
は
思
う
が
話
は
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

かみさと議会だより
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一 般 質 問一 般 質 問

答答

答

問

問

問問

問

答

答

答

答 問

新井　實

最低３日分ぐらいの水と食料の備蓄や家具
の固定化の実施を

問 首都直下地震時などの「自助」の取組みについて

答
質 問 １

質 問 ２

質 問 ５

質 問 ３質 問 ４

大
規
模
災
害
の
備
え
に
つ
い

て

「
ご
当
地
マ
ン
ホ
ー
ル
」
に
つ
い

て

高
齢
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
の
「
問
題
行
動

調
査
」
に
つ
い
て

全
国
学
力
テ
ス
ト
が
10
年
目
を

迎
え
た
こ
と
に
つ
い
て

　
　
地
域
Ｐ
Ｒ
に
特
産
品
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
な
ど
が
描
か
れ
た
「
ご
当
地

マ
ン
ホ
ー
ル
」
を
使
う
こ
と
に
つ
い

て
。

　
　
下
水
道
事
業
で
マ
ン
ホ
ー
ル
ぶ

た
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
は
、
平

成
７
年
度
に
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ぶ

た
の
デ
ザ
イ
ン
を
町
内
小
学
校
５
年

生
を
対
象
に
募
集
を
行
い
、
そ
の
作

品
の
中
か
ら
選
ん
だ
町
の
木
、
町
の

花
を
表
現
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
下
水
道

マ
ン
ホ
ー
ル
ぶ
た
に
採
用
し
、
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン

ぶ
た
に
色
づ
け
し
た
も
の
は
、
現
在

　
　「
生
涯
現
役
」
の
環
境
を
整
え

る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
国
の
雇
用
対
策
と
し
て
、
高
齢

者
雇
用
の
環
境
整
備
を
実
施
し
た
事

業
主
へ
の
助
成
金
支
給
や
市
町
村
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
つ

く
る
組
織
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
連
携

し
た
各
種
講
習
会
の
実
施
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
拡
充
を
図
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
文
部
科
学
省
の
２
０
１
５
年
度

の
「
問
題
行
動
調
査
」
に
つ
い
て

　
　
上
里
町
で
は
、
い
じ
め
や
不
登

校
が
増
加
し
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら

児
童
・
生
徒
の
実
態
を
把
握
し
、
い

じ
め
の
早
期
発
見
、
未
然
防
止
に
努

め
る
と
と
も
に
、
ど
の
児
童
・
生
徒

も
学
校
が
安
心
し
て
落
ち
着
い
て
い

ら
れ
る
場
所
と
な
る
よ
う
教
育
委
員

会
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
充
実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
報
告

と
10
年
目
を
迎
え
た
総
括
に
つ
い
て

　
　
首
都
直
下
地
震
時
な
ど
に
住
民

自
身
が
身
を
守
る
「
自
助
」
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

　
　
首
都
直
下
地
震
時
な
ど
の
災
害

発
生
直
後
は
、
最
低
３
日
分
の
水
と

食
料
の
備
蓄
や
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ

ス
の
体
験
利
用
、
家
具
の
固
定
な
ど

を
住
民
自
身
で
行
っ
て
頂
く
こ
と
が

「
自
助
」
の
取
り
組
み
と
し
て
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
　
大
規
模
災
時
に
お
け
る
避
難
場

所
で
必
要
と
な
る
紙
お
む
つ
と
生
理

用
品
等
の
備
蓄
に
つ
い
て
。

　
　
上
里
町
で
は
本
年
10
月
に
乳
幼

児
用
・
大
人
用
の
お
む
つ
と
生
理
用

品
を
購
入
し
、
小
中
学
校
に
設
置
さ

れ
て
い
る
防
災
倉
庫
に
大
人
用
お
む

つ
約
１
０
０
０
枚
、
幼
稚
用
お
む

つ
約
３
３
０
０
枚
、
生
理
用
品
約

７
５
０
０
枚
を
用
意
致
し
ま
し
た
。

町内の一部で使われているマンホールぶた

　
　
教
育
長
　
全
国
学
力
テ
ス
ト
が

10
年
目
を
迎
え
た
中
で
、
上
里
町
で

は
保
護
者
の
経
済
状
況
と
学
力
の
相

関
関
係
に
つ
い
て
の
調
査
は
実
施
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
調
査
目
的
に
沿
っ
て
、

全
国
レ
ベ
ル
の
調
査
結
果
や
、
県
が

行
っ
た
分
析
を
参
考
に
し
、
町
全
体

の
結
果
分
析
、
学
校
で
の
結
果
分
析

を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
の
児
童
・
生

徒
の
学
力
を
伸
ば
す
取
り
組
み
を
各

学
校
が
実
態
に
応
じ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

神
保
原
４
丁
目
の
区
画
整
理
地
内
の

歩
道
部
分
に
17
カ
所
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。

8かみさと議会だより
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一 般 質 問

答答

答

問問

問

堤
調
節
池
の
本
来
の
目
的
と

意
義
に
つ
い
て

齊藤　崇

今後も現在使用している堤調節池総合運動公園
を工夫し使用していく

問 幾度となく開催が中止されている町のイベント会場
について

答
質 問 １

　
　
平
成
10
年
、
今
か
ら
18
年
前
に

埼
玉
県
が
大
字
堤
に
御
陣
場
川
の
洪

水
調
節
目
的
で
建
設
し
た
堤
調
節
池

を
町
は「
堤
調
節
池
総
合
運
動
公
園
」

と
し
て
利
活
用
し
て
い
る
が
。

　
　
調
節
池
と
し
て
の
機
能
は
十
分

果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
町
と
し
て

こ
の
施
設
を
有
効
利
用
の
観
点
か
ら

住
民
に
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
現

在
の
形
態
を
維
持
し
堤
調
節
池
総
合

運
動
公
園
と
し
て
利
用
し
て
い
く
。

　
　「
堤
調
節
池
総
合
運
動
公
園
」

が
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
幾
度
と
な
く
中
止
さ
れ

て
い
る
町
の
４
大
行
事
に
つ
い
て
。

　
　
町
で
は
年
間
四
つ
の
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
を
こ
の
堤
調
節
池
総
合
運
動

公
園
で
計
画
、
開
催
し
て
い
る
。
ま

ず
「
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
つ

い
て
は
、
台
風
等
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
時
期
で
平
成
25
年
度
か
ら
は
８

月
の
最
終
日
曜
日
と
し
た
。
平
成
28

年
度
に
つ
い
て
は
８
月
の
最
終
土
曜

日
と
し
、
雨
天
の
場
合
は
翌
日
の
日

曜
日
に
延
期
で
き
る
よ
う
計
画
し
ま

し
た
が
、雨
天
の
た
め
中
止
と
し
た
。

平
成
29
年
度
に
つ
い
て
は
７
月
の
最

終
土
曜
日
に
開
催
予
定
し
て
い
る
。

次
に
「
町
民
体
育
祭
」
で
す
が
平
成

10
年
度
か
ら
堤
調
節
池
で
開
催
し
て

い
る
。
過
去
数
回
、
雨
天
に
よ
る
中

止
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
が
、
開
催

時
期
と
し
て
は
10
月
の
体
育
の
日
も

し
く
は
、
そ
の
付
近
で
の
開
催
が
良

い
と
考
え
る
。

　
延
期
で
な
く
中
止
の
理
由
は
、
各

行
政
区
を
通
じ
て
字
別
対
抗
種
目
に

参
加
す
る
選
手
を
募
っ
て
頂
い
て
い

る
が
、
選
手
の
２
日
間
の
拘
束
と
な

る
と
区
長
、
県
体
役
員
の
負
担
が
非

常
に
大
き
い
。

　「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
に
つ
い
て
は

安
定
し
た
秋
晴
れ
が
続
く
時
期
で
も

あ
り
、
過
去
に
お
い
て
中
止
し
た
経

緯
は
な
い
。

　
　
今
後
、
町
は
イ
ベ
ン
ト
会
場
を

今
ま
で
通
り
「
堤
調
節
池
総
合
運
動

公
園
」
で
の
開
催
を
計
画
し
て
い
く

の
か
、
そ
れ
と
も
新
た
に
ほ
か
の
場

所
に
会
場
を
建
設
す
る
考
え
が
あ
る

の
か
。

　
　
計
画
さ
れ
た
町
の
行
事
が
で
き

る
だ
け
開
催
で
き
る
よ
う
、
方
策
と

し
て
排
水
機
能
の
改
善
が
で
き
る

町の主要イベントに使われる「堤調節池総合運動公園」

調節池：河川の水位が一定値を超えた場合、一時的に貯留
することで、水害を軽減することを目的とした河川施設

か
、
県
の
担
当
機
関
と
調
整
を
し
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
今
後
の

会
場
に
つ
い
て
は
、
以
前
開
催
実
績

の
あ
る
上
中
校
庭
は
駐
車
場
確
保
に

難
が
あ
り
、
ま
た
忍
保
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
町
の
北
端
で
立
地
の
問
題
が
あ
る

た
め
、
新
た
に
運
動
公
園
を
造
る
と

な
る
と
莫
大
な
費
用
が
必
要
と
な

る
。
従
っ
て
、
町
で
実
施
す
る
行
事

に
つ
い
て
は
、
町
の
中
心
地
で
も
あ

り
駐
車
場
も
確
保
さ
れ
て
お
り
、
堤

調
節
池
総
合
運
動
公
園
で
の
開
催
が

最
善
と
考
え
る
。

かみさと議会だより
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一 般 質 問

答

問

問

答 答

答

答

問

問

問

質 問 ２

質 問 １

仲井静子

答 官民連携に係る様 な々課題をクリアし、いざという
時の実効性確保に向けて、今後も取り組む。

問 地域防災体制について

地
域
防
災
体
制
の
強
化
に
つ

い
て

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
―
の
安
全

対
策
に
つ
い
て

　
　
全
国
の
自
治
体
が
、
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
に
危
機
感
を
感
じ
、
通

常
業
務
の
遂
行
が
困
難
に
な
る
事
態

が
発
生
し
た
際
に
、
自
治
体
と
し
て

業
務
の
継
続
や
、
復
旧
を
速
や
か
に

遂
行
す
る
為
、
業
務
継
続
計
画(

Ｂ

Ｃ
Ｐ)

を
策
定
し
防
災
力
を
高
め
て

い
る
。
町
の
業
務
継
続
計
画
の
内
容

と
今
後
の
取
り
組
み
は
？

　
　
町
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
も

た
ら
す
行
政
サ
―
ビ
ス
等
の
通
常
業

務
は
、
継
続
実
施
・
早
期
再
開
が
求

め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
態
に
備
え

て
、
業
務
を
中
断
さ
せ
な
い
、
早
急

に
復
旧
さ
せ
る
為
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
作
成
中
。
ま
た
上
里
町
業
務
継
続

計
画
〈
地
震
編
〉
を
平
成
25
年
３
月

に
策
定
。
今
後
は
、
業
務
継
続
計
画

の
維
持
・
管
理
は
重
要
。
優
先
的
に

実
施
す
べ
き
業
務
や
そ
の
業
務
の
執

行
体
制
、
必
要
な
資
源
確
保
等
調
査

を
行
い
継
続
的
な
見
直
し
を
図
っ
て
い

く
。

　
　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
―
に
よ
る
交

通
事
故
の
多
発
で
、
運
転
免
許
返
納

の
機
運
が
高
ま
る
中
、
町
で
も
運
転

免
許
自
主
返
納
し
た
人
に
対
し
、
タ

ク
シ
ー
券
を
発
行
す
る
な
ど
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
設
け
、
交
通
事
故
撲
滅
運

動
に
つ
な
げ
て
頂
き
た
い
。

　
　
新
規
の
予
算
措
置
を
伴
う
為
、

今
後
、
国
や
県
の
動
向
、
周
辺
の
市

　
　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
全
国
か
ら
自
衛
隊
・
消
防
・
警

察
等
の
救
助
部
隊
や
食
料
や
生
活
必

需
品
な
ど
の
救
援
物
資
が
集
ま
る
。

こ
れ
ら
を
速
や
か
に
受
け
入
れ
る
事

が
迅
速
な
救
援
活
動
や
被
害
拡
大
防

止
を
図
る
上
で
重
要
で
は
。

　
　
消
防
・
自
衛
隊
等
の
野
営
場
所

は
上
里
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
を
予
定
。

支
援
物
資
の
集
積
場
所
は
、
埼
玉
ひ

び
き
の
農
協
と
平
成
28
年
10
月
21
日

締
結
。
上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
集

出
荷
予
冷
施
設
の
提
供
や
、
物
資
の

荷
さ
ば
き
及
び
管
理
を
円
滑
に
実
施

す
る
為
、
フォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
資

機
材
の
提
供
・
作
業
員
の
派
遣
等
協

力
依
頼
す
る
事
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
地
域
防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い

て
、
女
性
の
視
点
を
も
っ
と
行
政
に

反
映
し
、
良
い
政
策
を

　
　
上
里
町
防
災
会
議
の
女
性
の
登

用
は
平
成
23
年
度
は
、
16
名
全
て
が

男
性
、
24
年
度
に
地
域
防
災
計
画
の

改
正
見
直
し
を
実
施
、
18
名
中
１
名

登
用
。
女
性
な
ら
で
は
の
意
見
が
反

映
さ
れ
る
よ
う
に
今
後
増
や
し
て
い
き

た
い
。

町
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
確
認
し

な
が
ら
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納
に

効
果
的
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
見

極
め
て
行
き
た
い
。

　
　
町
は
、
都
会
と
違
い
自
家
用
自

動
車
を
交
通
手
段
と
し
て
頼
ら
な
け

れ
ば
動
き
が
取
れ
な
い
車
頼
り
の
生

活
で
す
。
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

転
免
許
自
主
返
納
し
た
人
に
対
し
て

足
の
確
保
を
。

　
　
自
主
返
納
し
て
頂
け
る
よ
う

に
、
我
々
と
し
て
も
何
ら
か
の
恩
典

が
出
来
な
い
か
と
検
討
し
て
い
る
。

自
主
返
納
し
た
方
に
は
こ
む
ぎ
っ
ち

号
を
無
料
で
乗
せ
る
と
か
、
何
ら
か

の
方
法
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

支援物資の集積場所として協定を結んでいる
「上里営農経済センター」
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質疑応答にも本町か
らは、２名の議員が
質問に立ち、１つは
委員会での視察研修
後に議長に対して復
命をするのか、２つ
目は町の監査委員を
議会から１名選出しているが荷が重いのではない
かと質問がありました。
　今回の講演を受講し、議員として更にレベル
アップしていかなければならないと思いつつ、会
場を後にしました。

　上里町でも不測の事態
に備え「災害時における議
会及び議員の対応」につい
ては、『上里町議会災害対
策本部設置要網』を定め
ています。

議 委 研運 会 視会 員 修営 察

児 議 後 修郡 議 期玉 会 会町 員 研

平成28年11月21･22日
視察先：新潟県湯沢町・柏崎市・長野県栄村

平成29年2月13日
美里町コミュニティーセンター

〇新潟県柏崎市

〇新潟県湯沢町

　冒頭、講師は「執行部と議会は住民のために車
の両輪になる」と力説していたのが印象的でした。
講演の内容は、地方自治の仕組み、議会の役割、
議員の活動それに議会の権限と、地方自治法の法
律に基づき説明を受けました。中でも、執行機関
の監視のところで「議会は主権者である住民に代
わって執行機関を監視・評価し、執行機関の独走
をチェックする」と
あり、改めて身の引
き締まる思いがしま
した。
　本町からは 13 名
の議員の参加で熱心
に聞き入り、最後の

　上里町では、「議会
だより」を年 4 回、全
家庭に配布したり、「イ
ンタ－ネット録画中継」
をしています。上里町
でも町民アンケ－トを
実施すれば同様な結果が出てくるのではないかと思
います。又、本会議の傍聴者についても、少数で
特定の人に限られているのが現状です。町民の皆様
に興味関心を持って頂けるような議会改革が必要だ
と思っています。
　上里町は比較的に災害が少ない所と言われていま
すが、最近の国内の現状を見ますと集中豪雨や地
震などを含めて安心だと思われていた地域でも災害
が発生しております。

　今回の視察研修地の規模や条件などには相違が
ありますが、その考え方等は、上里町にとって大変
参考になるものでありました。その他に長野県栄村
において『畦畔管理の省力化と法面の保全対策』
について視察を行いました。

　柏崎市議会は「市民と歩む議会」という市民の皆様に
わかりやすく開かれた議会を目指し、平成23年 9月議
会において「議会改革に関する特別委員会」を設置し、
通年議会への移行、市民プラザでの議会報告会を実施し
ています。また市民アンケ－ト調査を実施しています
が「市議会や議員の活動がわからない、伝わってこない」
が１位で、「自分のことや家族のことで精一杯」が２位
でした。本会議の傍聴では、「見たことがない」が１位
でした。
　また柏崎市議会では「議会基本条例第25条で災害時
における議会及び議員の対応」が定義されています。

　斉藤、飯塚両県議会議員をはじめ、多くの
来賓を迎え、児玉郡町議会研修会が開催され
ました。今回は「地方議会の役割と権限」と
言う演題で、講師は全国町村議会議長会の参
与である荒井幸弘氏を招き、約１時間30分
にわたり丁寧に講演をして頂きました。

①�当初予算及び一般会計補正予算の審査・決算審査は特別
委員会を設置して審査する。（それぞれの特別委員会を
設置して議員全員で審査するので、本会議での質疑は認
めない）
②�特別会計・企業会計の補正予算審査は所管常任委員会で
審査する。（本会議での質疑は他の常任委員会の委員は
質疑できる）
③�当初予算審査特別委員会、一般会計補正予算審査特別委
員会、決算審査特別委員会の委員長並びに副委員長は、
正副議長、各常任委員長を除き、議員の中で持ち回りと
する。（委員長は議席番号の大きい順とし、副委員長は
議席番号の小さい順とする。但し，欠席等により不具合
が生じた場合は、議会運営委員会で決定する）

委員長　植 原 　 育 雄

齊 藤 　 　 崇

柏崎市議会

湯沢町議会

高橋正行議員が児玉
郡町議会議長会から
優良議員（10 年以上）
として地方自治の進展
に寄与された功績によ
り表彰されました。
受賞おめでとうござい
ます。

かみさと議会だより
平成29年３月　No.7411



3月定例会を傍聴しませんか！
　定例会は、３月３日（金）に開会の予定です。なお、
一般質問は３日（金）、６日（月）の２日間を予定しています。

３月定例会一般質問一覧

発
行
／
上
里
町
議
会
　
　
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

住
所
／
〒
3
6
9
-0
3
9
2
埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
大
字
七
本
木
5
5
1
8
番
地

　
　
　
TEL.0

4
9
5
-3
5
-1
2
1
6（
直
）
FA
X
.3
3
-2
4
2
9

議 会 日 誌

編・集・後・記 議会を傍聴！
　上里町議会では、皆さんの傍聴
をお待ちしております。
　議会開催日に役場４Ｆ傍聴受付
窓口までお越しください。

議会を動画で！
　本会議の一般質問の様子をイン
ターネットで録画配信しています。
　また、本会議開催中は、役場１
階町民ホールのテレビで生中継し
ています。

議会を読む！
　「上里町議会だより」は、３月、
６月、９月、12月の年４回発行し
ています。

12月
５日　�12月定例会初日　開会、町長

の行政報告、一般質問
６日　一般質問
７日　全員協議会
７日　議案審議（条例等、補正予算）
９日　12月定例会最終日
21日　児玉郡市広域市町村圏組合議会

１月
１日　元旦歩け走ろう会
８日　上里町消防団・署出初め式
８日　上里町成人式
11日　�埼玉県・市町村議会議長新年

懇談会
12日　�こだま青年会議所新年名刺交

換会
17日　上里町商工会賀詞交歓会
18日　議会だより編集委員会
20日　児玉郡町村会賀詞交歓会

２月
８日　児玉郡市広域市町村圏組合議会
10日　埼玉県町村長・議長合同研修会
10日　児玉工業団地工業会賀詞交歓会
13日　児玉郡町議会議員後期研修会
13日　議会だより編集委員会
15日　本庄上里学校給食組合議会
16日　議会運営委員会
16日　�商工会、法人会、青色申告会

合同研修会
28日　埼玉県町村議会議長会定期総会

　
海
外
で
は
今
年
に
入
り
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
に
関
す
る
報

道
が
止
ま
ら
な
い
。

　
大
胆
な
政
権
公
約
を
大
統

領
令
と
し
て
次
々
に
発
動
、

大
国
の
大
統
領
の
行
動
に
よ

り
関
係
者
が
一
喜
一
憂
。
当

然
な
が
ら
世
界
中
が
注
目
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
何
時
ま
で
続
い
て
い
く
の

か
今
後
も
注
視
で
す
。
国
内

で
は
記
録
的
な
大
雪
に
よ
り

日
本
海
側
の
各
地
で
車
や
列

車
が
立
ち
往
生
。
上
里
町
で

は
雨
不
足
に
よ
る
空
気
の
乾

燥
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓

延
に
よ
る
学
級
閉
鎖
や
農
作

物
の
生
育
不
足
。
少
し
ま
と

ま
っ
た
雨
を
待
ち
遠
し
い
と

思
っ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
新
井
　
實

副
委
員
長
　
仲
井
静
子

委
　
　
員
　
植
原
育
雄

岩
田
智
教

齊
藤
　
崇

戸
矢
隆
光

氏　　名 質問の要旨

３日
（金）

戸矢　隆光
① 有料広告について

② 防災について

飯塚　賢治
① 安定的な水の供給を確保することについて

② 食品ロス削減に向けての取り組みについて

植井　敏夫

① 国政選挙について

② 免許証返納後のサポート体制について

③ 鮭の放流について

沓澤　幸子
① 高齢者福祉について

② 子育て環境について

６日
（月）

新井　　實

① 無電柱化推進法の運用について

② メガソーラー設置の指針について

③ 学習指導要領の答申について

④ 国民健康保険料の見直しについて

⑤ 公共施設のトイレ改修について

仲井　静子
①  女性の活躍推進について。ワークライフ

バランスを押し進めることについて

② 町立保育園２園の進捗状況について

齊藤　　崇
① 健康マイレージについて

② 医療機関の充実について

12かみさと議会だより
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